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はじめに

　タバコシバンムシ Lasioderma serricorne （Fabri-
cius）（コウチュウ目：シバンムシ科）は重要な貯穀
害虫であるとともに唐辛子などを加害する乾燥食品
害虫としても知られている 1）～ 4）。穀物，乾燥食品
における殺虫法としては，くん蒸が最も安価であり
広く使用されてきたが，殺虫力が強く世界中で使用
されてきた臭化メチルは，オゾン層を破壊する恐れ
があるため，モントリオール議定書により 2005年
に先進国では一部を除き使用が停止され，その代替
くん蒸剤として利用されているリン化水素は抵抗性
昆虫が既に世界各国で報告されている 5）。そのため，
くん蒸に代わる技術の開発が急務である。
　放射線殺虫は食品への残留性がなく，抵抗性害虫
の発達の恐れもないため，有力な代替手段の一つで
ある。しかし，透過力の大きいガンマ線は大きな遮
蔽を必要とし，線源にコバルト 60のような放射性

同位体が必要で維持が難しい。それに対し，低エネ
ルギー電子線は透過力が小さいために大きな遮蔽が
必要ではなく，加速器によって機械的に発生させる
ために放射性同位体も必要ではない。また，穀物の
ような粒状の形態の食品に照射した場合，内部まで
電子線が透過しないために食品品質への影響が少な
いというメリットもある 6）。
　この低エネルギー電子線は食品を外側から加害す
る昆虫には高い殺虫力を持つが，穀物などの粒の中
で発育するものに対しては完全な殺虫は難しいこと
が報告されている 7）～ 9）。タバコシバンムシはその
生活環におけるどのステージにおいても食品を外側
から加害する性質を持つものの，後期の幼虫は繭を
作り，その中で蛹化する。よってこの繭が電子線を
遮る効果があるかを確かめるために，エネルギーの
異なる電子線を繭ごとタバコシバンムシに照射し，
その生死を観察した。
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Summary

　　Lasioderma serricorne (Fabricius) inside cocoons were exposed to low-energy electrons and the survivorship was ob-

served. Electrons at an acceleration voltage of 80kV did not affect the survivorship of beetles and at 150kV very few adults 

emerged from cocoons. 
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実験方法

１．供試虫と試料の調製
　タバコシバンムシは富士フレーバー株式会社より
分譲され，食品総合研究所の恒温恒湿室内で 25℃
70％ RHの条件で継代飼育している系統を用いた。
餌は小麦全粒粉に重量比で 5％の乾燥酵母を加えた
ものを用いた。産卵から 44～ 47日後のカルチャー
から繭を取り出し，50個ずつ丸型プラスチック容
器に分けた。50個の繭を開いて中のタバコシバン
ムシの状態を確かめたところ，幼虫が 30頭，蛹が
20頭であった。これを 12ケース用意した。これら
は 2日後の電子線照射まで 10℃で保管した。

２ ．照射処理と効果判定
　蛹 50頭が入ったプラスチック容器を低エネル
ギー電子線照射装置の照射トレーに置き，電子線を
照射した。加速電圧は 80，150，200kVであり，表
面線量が約 20kGy となるように電流・コンベア速
度を設定して，各区 3反復の照射を行った。電子線
を照射しない無処理区も 3反復用意した。その後，
25℃ 70％ RHの恒温恒湿室に戻し，3週後に出現し
ている成虫数を数えた。

実験結果および考察

　出現した成虫数を Table 1に示す。80kVでは無
処理区と全く変わらず，150kVでは各反復で 1頭ず
つ成虫が出現した。よって繭には電子線を遮る効果
があり，加速電圧 150kV以下では繭中のタバコシ
バンムシまで完全殺虫に十分な線量の電子線が到達
しないと推察された。80kVで処理した区では肉眼
による観察では出現した成虫の活動が若干鈍いよう
に感じられた。150kVで処理した区で出現した成虫
では 3頭とも前翅に異常が見られた（Fig. 1）。

　タバコシバンムシはその生活環におけるどのス
テージでも，食品を外側から加害する性質を持つが，
繭を形成する時期があり，低エネルギー電子線によ
る殺虫を考えた場合，電子線が共存する食品だけ
でなく繭によっても遮られるため，加速電圧 200kV
未満では完全殺虫は難しいと思われる。エネルギー
を上げて，うまく害虫表層に電子が到達すれば殺虫
効果が期待されるが，エネルギーを上げると，ガン
マ線との比較において食品品質への影響が少ないと
いう低エネルギー電子のメリットが減少すると考え
られる。

まとめ

　繭の中のタバコシバンムシに低エネルギー電子線
を照射し，その生存率を観察した。加速電圧 80kV
では全く生存率に変化はなく，150kVでは少数が生
存した。

Table 1   Number of L. serricorne adults emerged from samples treated by low-energy electrons.

Acceleration voltage （kV）

Untreated 80 150 200

Replication 1  49* 50 1 0

Replication 2 47 50 1 0

Replication 3 49 45 1 0

* Fifty cocoons were tested.

Fig. 1    The adult L. serricorne with the deformed 
elytron (A) emerged from 150kV-treated 
sample.
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